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かいあし類成体の成長速度測定における RNA含量の適用 

 
 現在、現場におけるかいあし類の成長速度を推定する方法として、卵生産法が用いられている。

しかし、この方法は船上でのインキュベーションを伴い、実験中の餌量変化が避けられないこと、

現場の水温や餌濃度が実験室で再現しにくいこと、対象とする好状態の成体メスを捕獲すること

が困難なことなど、多くの短所がある。ゆえに、その代替法として、冷凍試料から得た RNA 含
量を用いた推定法が多くの研究者によって検討されてきた。さらに近年、高性能な分光蛍光計が

開発され、より正確な RNA 含量の測定が可能になった。そこで、本研究では最新の機器を用い
て、かいあし類の成長速度を核酸含量(RNA、DNA)から推定するために、卵生産速度と核酸含量
の関係を調査することを目的とした。 
 実験 1：餌濃度と水温が卵生産速度と RNA 含量に及ぼす影響を調べた。試料として Acartia 
graniをメス 21個体、オス 4個体を 1組としてボトルに入れ、餌濃度（0.2、0.4、0.7、1.0、2.0、
3.0 ppm）、水温（17.8、23.3℃）で、餌濃度を保つため定期的に新しいボトルに移して 3日間イ
ンキュベートした。その後、産出した卵を計数、メス 18個体を 1組として GF/Fフィルターに載
せ、液体窒素で冷凍保存した。 
実験２：卵生産速度と RNA 含量の時間による変化、餌状況の極度の変化に対する影響を調べ
た。試料をメス 20個体、オス 4個体を 1組として、10組を餌濃度（3.5 ppm）、水温（17.8℃）
でインキュベートした。2.5日間餌濃度を一定に保ってインキュベートした後、2日間濾過海水へ
移し、その後 2日間餌濃度を戻した海水に移した。各日毎における卵と個体は実験 1と同様に処
理し、各測定に用いた。 
実験 3：核酸含量のホルマリン保存による影響を調べた。実験室で飼育した A. graniの成体メ
スを 20個体 1組として、6組用意し、3組は液体窒素で、他の 3組は 4％ホルマリン海水で 3.5
日間保存した。各実験の核酸含量は保存した試料を Fara et al.（1996）の蛍光法によって、測定
した。 
 餌濃度の増加に伴い、卵生産速度も増加した。同じ餌濃度では水温 23.3℃の方が 17.8℃より卵
生産速度が 2 倍以上になった。卵生産速度と RNA 含量、RNA:DNA 比にはともに有意な関係が
見られた。特に卵生産速度と RNA:DNA 比の関係においてその関係が顕著であり、さらに水温を
独立変数として加え、重回帰計算を行ったところ、卵生産速度の変動の約 96％は RNA:DNA 比
と水温で説明できると考えられた。飢餓状態にしてから時間経過とともに、卵生産速度と

RNA:DNA 比は同様に減少し、2日後、両方とも殆ど 0に近い値になった。餌濃度をもとに戻す
と、どちらとも増加したが卵生産速度の方が速く回復した。ホルマリン保存した試料は RNA、
DNA 含量のどちらとも低い値を示し、液体窒素で冷凍保存した試料の 10 分の 1 以下であった。
これらのことより、RNA含量は成長速度の指標として、卵生産速度の代わりとなりうるものであ
り、その適用時には水温と餌濃度に注意すべきであることが示唆された。 
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